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【研究の背景・目的・内容】 

地域包括ケアシステムの構築や障害者の地域生活移行など、社会福祉においては地域社会の中で、福祉サービ

スのみならずボランタリーな活動や人々との関係を通して「自分らしく暮らす」ことへの支援が重視されるよう

になっている。一方で、地域社会には、高齢者や障害者のケアの問題のみならず、孤独死、虐待、孤立した子育

て、不登校、闘病など、生きづらさを抱えた人の様々な問題が存在する。 

本研究では、まずはそうした生きづらさを抱えた人の実態をアンケート調査（例：当事者団体と協力しての障害

を抱えた方の地域生活の実態を明らかにするアンケート調査の実施）や事例調査（例：研究者がスタッフとして関

わるがん哲学外来カフェ、研究者がボランティアとして関わるホームレス給食配布、子ども食堂）を通して、明ら

かにする。そのうえで、行政担当職員、社会福祉協議会職員などの支援に関わる人へのインタビュー調査等を通

して、支援のありよう（政策立案過程や具体的な支援の実態）を検討する。 

今日においては、こうした支援において地域住民のボランタリーな活動が果たす役割は大変大きく、こうした活

動が人々の関係を深めたり、地域の活性化にも寄与している。このような地域づくり・まちづくりの視点から、

生きづらさを抱える人への支援を考えていくことが重要であると考えている。 

【応用例、研究の展望】 

科学研究費で全国各地および海外（フランス等）の事例調査を実施しているが、「エイジフレンドリーシティ」はま

さに支援を必要とする人を中心とした地域づくり・まちづくりとして捉えることができる。その背景としては高

齢化の進展、地域における孤立といった共通点がある。自治体間、海外との比較からの知見を通して、今後の地

域づくり・まちづくりに寄与していきたい。 

【研究方法の特色】 

理論枠組みを背景にしつつ、実践から研究課題を探る点が研究者の強みであると考える。 
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